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１. はじめに 

直路式ＰＣ吊床版橋に比べて、耐風安定性向上のために、ねじれ振動モードの特性が改善され

る上に、下部構造に作用する水平力を大幅に低減できる外ケーブル併用ＰＣ吊床版橋「森のわく

わく橋（福島県）」１)が初めて建設され、J.Strasky の著書２)にも紹介されている。さらに、最近

の必須の要求性能であるバリアフリーに配慮して最急路面勾配をできるだけ小さくできるように

構造改良した「白山大巻どんど橋（石川県）」3)が建設された。２つの外ケーブル併用ＰＣ吊床版

橋に対して、完成後に行った載荷試験によって得られた振動特性について比較する。 

２．「大巻どんど橋」での構造改良の概要 
「大巻どんど橋」では、従来型の「森のわくわく橋」に対して、以下のような改良を行った。 

① 従来構造では橋台に剛結されていた吊床版端部を橋台から分離して支承で支持する。 

② 吊床版へのプレストレス導入は、本構造では、吊床版断面内にプレストレス導入用の内ケー

ブルを配置し、橋台から分離した吊床版端部に定着することで行う。 

③ 吊床版架設のための 1 次ケーブルは、従来構造では吊床版断面内に配置されるが、本構造で

は外ケーブル化して吊床版下側に配置し、ケーブルサドルを介して吊床版を支持する。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
写真－1 森のわくわく橋（福島県 2001）  写真－2 白山大巻どんど橋（石川県 2009） 

キーワード：吊床版橋、外ケーブル、振動 連絡先 〒920-1192 金沢市角間町℡.076-234-4601 
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図－２ 白山大巻どんど橋の構造概要図（側面図） 
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図 － １ 森 の わ く わ く 橋 の 構 造 概 要 図 （ 側 面 図 ）
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図 － １ 森 の わ く わ く 橋 の 構 造 概 要 図 （ 側 面 図 ）
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３．動的試験による振動特性 
 両橋の完成時に衝撃加振や定点加 
振などの動的試験を行い、卓越振動 
数や減衰定数などを比較した。その 
結果、次のような特徴が把握できた。 
① 鉛直方向のたわみ振動の振動数に 
ついては、直路式 PC 吊床版橋の卓 
越振動数と支間長との関係において 
同様な傾向にある。 
② 水平ねじれ振動の 2 次モードにつ 
いては、両橋とも卓越振動数が直路式 
PC 吊床版橋に比べてやや小さく観測 
された。各部材の面外方向の幾何剛性 
が関与しており、考察が必要であることが判った。 
③ 定点加振試験より得られた減衰定数は、たわみ 
モードに比べて水平ねじれモードの方が大きい値を 
示している。これは、たわみモードは幾何剛性に依 
存する割合が大きいのに対して、水平ねじれモード 
は床版の剛性に依存する割合が大きいためである。 
④ 大巻どんど橋の減衰定数はたわみモードについ 
ても大きな値となっており、本橋の特徴である床版 
下面に配置した第１外ケーブルや端部に設けた支承 
の摩擦が寄与した結果であろう。 
⑤ 両橋ともに、歩行者の歩調範囲に多くの振動モ 
ードが存在するが、鉛直振動に対しては図－5 のよう 
に使用性を損なうことはない。また、水平ねじれ振 
動についても、大きな振動に発展することはない。 
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図－４ 白山大巻どんど橋（断面と端部詳細） 
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7 たわみ対称３次 1.77 0.0029
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表－1 対象橋梁の実測された卓越振動数（Hz）と減衰定数

図－5 鉛直振動に対する振動使用性の評価 
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